
驚
罷

ユ
閣
辮

．
鐡
蓄

　
　
　
鵬

　
　
り瓢

　　

ｨ
　
．
f
’
響

　
　
ピ
壁

　
　
㎎
㌦

頂
嚇

∴
融で

証
濯
塾
三

脚
職
二
山
」
鷹
嘩
六
月
一
桝
口
灘
喘
職
姐
鯵
別
級
呪

叩
灘
二
十
七
年
十
月
十
薫
鐵
即
刷
　
（
撮
月

憲
竣
慧
藷
轟
嚢
㌻
賠
麟
・
　
・
津
暴
園
磯

蜘
認
獣
滴
，
、
．
．
薯
ご
臥
，
｝

髄
毒
幽
∵

脚
遡

閃畔

第三十六巻　　第二冊
　　　　　第四百十二號

　　　昭和二十七年十月二十臼贋口

脇
省
讐
別
扱
承
噸
戯
難
誌
第
田
気
三
蟹

即
刷
…
　
（
撮
月
一
閣
凝
行
）

藁
報
　
ア
メ
リ
カ
研
究
京
都
セ
ミ
ナ
ァ
記
禦

フ
ラ
ン
ツ
・
ポ
ア
ズ
（
完
）
・
：
：
：
：
：
：
：
・
堀

　
　
　
帰
く
の
臨
畿
更
の
僻
鞠
廃
心
に
つ
い
て
一
i

喜
望

カ
と
生
命
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
潭
薦
久
敬

内

部
會

墨
下

文
　
哲

學
大
都

ほ

考
京

京



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
舗
は
正
義
に
お
け
る
哲
撃
の
研
究
と
モ
の
普
及
を
瞬
る

こ
と
を
穏
的
と
す
る

一、

ﾝ
損
の
日
ロ
納
の
た
め
に
ぬ
外
の
憲
轟
添
を
一
灯
・
り

8
鱗
月
一
隣
研
撹
曾
を
開
く

〔門

?
年
公
聡
講
演
曾
を
環
く

日
毎
月
｝
渇
「
哲
學
研
究
」
を
爽
行
ず
る

一
、
本
藍
の
霧
業
を
瀧
背
す
る
た
め
に
磯
員
若
干
名
を
お
く
、

委
員
は
京
郡
大
學
哲
學
灘
数
官
及
び
委
員
緯
に
お
い
て
推
薦

し
た
者
に
委
幽
す
る

一、

{
霞
は
沿
議
員
毅
織
と
し
．
奪
…
嶽
に
は
餐
一
絡
川
の
調
限
を
設
け

な
い
、
要
目
・
早
書
無
∵
典
他
の
…
麟
搬
は
醐
髄
の
名
を
以
て
入

詞
す
る
こ
と
も
で
握
る
　
‘

一、

ﾗ
員
は
市
費
と
し
て
年
八
織
○
騰
、
叉
ほ
牟
年
四
二
〇
圏

を
薦
納
す
る

一、

焉
g
舞
け
…
勘
械
愚
眈
の
軸
煎
卵
祁
を
受
け
、
へ
貌
靴
冊
に
鞭
撫
告
［
す
る
講
…
緬
職
の

行
譲
に
繊
署
す
る
こ
と
が
で
蓮
る

一、

{
會
は
事
務
所
を
京
郡
大
學
女
墨
部
内
に
お
く

一
、
本
會
規
約
の
改
正
讐
更
は
倭
員
麿
口
の
決
議
に
よ
”
0

京
都
哲
學
會
役
員

委
員

武並園島下軍臼上井有

内田原　二世井野　 賀

　　　　　　　島　　　　　　　　鐵　　芳義三太　勇俊二照　　　　　　　　太
範良Kk9ジミ吉良霧　＄1夫　勉　fttl

田
中
美
知
太
郎

04タミ：…三松塁予戸長

内田　観照谷尾
　　村　部
　　　義継ぐ啓雅得
　蓬

立郎勉海夫治人

’h



　

京
都
哲
學
會
公
開
講
演
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
　
十
一
月
十
五
日
（
土
）
午
後
一
時
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
京
都
大
學
丈
學
部
第
八
敏
室
…

母
線
的
見
地
よ
り
み
た
る
親
知
蝿
空
闘
の
問
題
　
京
奨
鑑
整
園
原
‘
太
郎
嫡

母
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
に
お
け
る
人
間
論
の
構
造
　
九
州
大
脳
師
説
　
長
澤
信
潔
氏

　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
右
絡
了
後
丈
學
部
會
議
釜
に
て
懇
談
會
を
開
登
ま
す



慈7

　　哺
箭號属次

　　　弓場カカ
　　　畢 と 鋤ン
　　　慶　物的・｝
　　　家質頼糧鰯　蜴と　：　常於

　田r葬：：：懸

　ftl｛た隅氷程坂
　㌫凱　　振
　1確又．．天正
　琶勢央鄭吉顕

豪
三
十
郷
講
士
邉
悼
號

立
命
諏
文
墨

更
　
　
　
　
　
七

7
　
　
　
　
　
　
　
　
4

美
　
　
　
學

聖
一
‘
三
讐
押
郎
】
冒
繁
δ
罫
乱
◎

心
蝿
攣
研
究

入
文
科
學
研
究

璽一聯窒醸箪鋏露
轍蓋繋・・、f・噛継押
穆醗竃
　趨．勲簿

　ゆ　蹴　zつ
　も　　　 　　 ロ

　　＝臼　第　・5
　　　　　　　 ゆ
　ニユ　　 ロけ

　號に
　　　診
　　　葦’
　　　軽．
　　　藁
　　　）

・t．難”一 ﾜ北ヤ・P

）～蕪畢酵、醐k

　：盤突戦乱

　螺蕪
　　v笑綴

奮愈
嚢

竃
九

次號糠至

嘱
μ
詳
　
　
ラ
。
ボ
ル
ト
「
ヂ
ヵ
ル
ト
の
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム
扁
（
姦
田
良
総
）

プ
ラ
ト
ン
の
認
識
一
調
の
八
刀
．
析
：
・
：
：
：
・
陥
縢
　
澤
　

A
μ
　
央
r

創
樵
阻
の
、
原
図
、
彊
㍗
四
り
の
講
も
の

本
溝
…
噸

：

暫
雛
論
濫

宗
敷
斑
究

一
濡
論
叢

吏
學
雑
誌

輝
瀦
學
艦
誌

へ
璽
…
遊
女
遡
秘
大
々
鷲
鞭
禽
）

第
＋
餌
輯

ハ
日
ホ
頻
教
學
露
）

簿
「
三
〇
號

（
璽
京
商
科
大
箪
一
鶴
角
書
）

驚
二
十
八
捻
第
一
號
、
鐙
二
號

（
漿
戚
穴
畢
文
雅
．
山
内
史
箪
強
）

脚
触
出
ハ
乱
丁
｝
編
第
七
欝
｛
、
　
…
弗
八
重

（
火
樫
二
二
穴
箪
纏
鰭
欝
学
研
）

慾
叩
二
十
ふ
ハ
巻
脚
弔
六
純
一



盒
田

告

一
、
本
誌
は
挽
昌
員
紅
織
と
し
喬
菖
員
に
は
窮
黙
絡
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
概
田
中
西
浦
町
弘
丈

堂
内
寮
鵜
哲
學
へ
層
係
宛
に
規
完
の
台
目
碧
ハ
（
年
八
四
〇
圓
梁
は

牛
年
四
は
○
圏
）
を
お
挑
込
下
さ
い

「
振
黙
n
座
京
都
醐
九
五
五
六
番
　
京
都
暫
學
禽
」

一
、
’
曾
残
m
切
れ
の
場
八
M
は
職
封
に
「
前
金
切
」
の
印
～
竃
捺
し
山
賦

す
か
ら
麹
ち
に
御
携
込
下
さ
い
、
一
犀
分
（
久
は
牟
年
分
〉

癒
貝
資
は
原
…
郷
と
㍗
し
て
太
「
七
一
工
丁
醜
滑
（
久
は
六
赫
）
　
の
甦
附
恥
折

を
以
て
前
金
切
価
と
し
、
否
嘉
賀
6
3
饗
更
典
他
の
事
猜
に
よ
る

叢
不
足
は
一
年
（
久
は
口
恥
）
毎
に
聴
算
し
ま
す

一
、
脅
呂
只
の
鯨
胃
居
入
M
港
喬
目
等
（
編
集
電
㌶
肪
以
外
の
一
M
切
）
の
塞
務

は
雨
弘
文
堂
串
穏
｛
旗
鵜
暫
μ
中
台
口
係
へ
御
一
漣
知
下
さ
い

一
、
ゆ
少
練
陶
の
熟
…
轄
軍
に
關
す
る
一
遣
償
…
・
蒔
㍊
判
鋤
ぼ
・
所
育
贈
雑
鮪
僻
醗
寸
は
本

挽
昌
宛
に
お
熱
り
・
下
さ
い

京

寒京都
額；都

ブ・西哲

善趣

塞く學
箪穫
輿’＝t：

即口 ﾈ内館t・1

二代

村

京

　昭昭
　勲和

　十十
　七七
編年年
集筋
人＝：十

　十翫
　日躍
　焚印
　行鰯
京

　　都都
　　大
　　學哲

　　畢學

　　都
勉　内會

螢
行
人

印
捌
人

印
刷
所

獲
行
所

酒

井

明

策
京
都
千
代
田
牌
田
醸
阿
羅
四
ノ
餓

伊
　
　
藤
　
　
久
　
　
春

黙
都
三
田
申
酋
浦
町
臨
○

弘
文
堂
印
欄
部

京
郡
布
田
中
酋
浦
町
臨
○

艦
弘
　
文
　
堂

　
　
　
旗
京
都
千
代
照
繭
田
醗
呉
羅
矯
ノ
臓

　
　
　
註
文
規
定

一、

ﾗ
樋
撚
貝
以
外
U
の
購
護
者
の
御
註
廟
ス
及
び
廣
告
に
瀾
す
る
件
は

「
弘
女
愛
」
へ
御
串
い
込
．
T
さ
い

…
、
本
誌
の
御
　
註
抑
ス
け
い
す
べ
て
代
金
郵
穐
瓢
ハ
（
一
部
、
定
繊
七

十
・
闘
∵
記
臆
八
謝
）
前
金
に
て
お
邊
り
下
さ
い

一
、
特
に
紬
湖
求
轟
欝
及
び
領
～
朕
聡
［
蝋
V
を
要
す
る
揚
ム
憐
は
郵
雰
八
側
瑚

を
お
逞
り
下
さ
い
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